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　国の財政再建を地方自治体に転化する地方交付税の一方的な削減が行われ、本市の財政は危機的な状況に陥っています。
　１９年度の予算編成にあたっては14億8,000万円もの歳入不足が予想され、今後とも歳入不足は引き続くものと思われ、本市は生き残りをかけ、持続可能な財政運営プランを策定しました。
　しかし根本的な解決策はなく、各種事業の休止や延期、あるいは事業そのものの廃止という事態まで追い込まれ、市民には負担増、職員には給与のカットを行うなど、深刻な事態に陥っています。
　今、私たちに求められているのは、行政と市民がともにその痛みを分かち合うことであり、その努力を怠った場合、新庁舎建設についての市民的合意を得ることは困難です。
　現在の財政状況は、本会議で新庁舎建設を含む18年度予算の議決を行った時点をはるかに越える財政危機に直面しています。新市建設計画に基づく個別的事業の推進さえも定かでないこの時期、新庁舎の建設は、合同庁舎の利用を前提に財政状況の見通しがつくまで延期ないし凍結されるべきと考えます。
　市長におかれましては、現下の危機的な財政状況にかんがみ、本市の将来像を見据え、市民生活の安泰を旨とした判断をされるよう強く求めるものです。
　以上、決議する。
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